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【解答】５ 

ラッキー問題です。 

電波は１秒間に 30万 km伝播します。静止衛星は上空 36000kmなので、片道 0.12秒、往復 0.24秒程度かか

ります。１～４の記述は正しいので、併せて覚えておきましょう。 
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【解答】１ 

これもラッキー問題です。 

標本化定理は、「デジタル化された信号から元のアナログ信号を忠実に復元するためには、アナログ信号に含ま

れる最高周波数の２倍以上の周波数でサンプリングする必要がある」というものですから、6kHzの半分の

3kHzが答えです。 
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【解答】３ 

24Ωと 8Ωの並列部分は、（24×8）÷（24+8）＝6[Ω]ですから、電池から見ると 18＋6＝24[Ω]が接続されてい

るように見えます。したがって電池から流れ出す電流は 64÷24＝8/3[A]ですから、24Ωと 8Ωの並列部分に掛か

る電圧は(8/3)×6＝16[V]です。したがって、P=V2/R＝162÷8＝32[W]です。 
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【解答】２ 

値が割り切れず√が外れない部分があるため、難しい計算問題です。 

抵抗の消費電力は I2Rですから、I×I×8＝250より Iを求めればよいのですが、割り切れないため√が付いた

値になってしまいます。したがって、√が付いたまま計算式を立てます。250＝I2Rより、 

I = √
250

8
= √

125

4
=
√125

2
[𝐴] 

となります。 

100Vの電源電圧で
√125

2
Aの電流が流れるインピーダンスは、

100

√125

2

=
200

√125
Ωですから、8Ωと XLの合成インピー

ダンスが
200

√125
Ωということになります。抵抗とリアクタンスの合成は 2乗平均ですから、82＋XL2＝(

200

√125
)2よ

り、64+ XL2＝
200×200

125
を満たす XLを求めればよいことになります。 

𝑋𝐿
2 =

200 × 200

125
− 64 = 256 

より XL＝16[Ω]と求まります。 
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【解答】１ 

これはラッキー問題。コイルがタテ型になっているのと似ている１が該当します。 
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【解答】３ 

出題文より、この回路は電圧利得 8倍ということが分かります。 

電圧増幅度を dBで表すとき、2倍＝6dBですから、8倍を dBにすると 8倍＝2倍×2倍×2倍より、6＋6+6

＝18[dB]が答えです。 
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【解答】１ 

先鋭度 Qは、共振状態において、直列共振では残留抵抗値が小さいほど、並列共振では残留抵抗値が大きいほど

大きな値になります。これに照らし合わせると、１が明らかに誤りです。 
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【解答】５ 

直線量子化の場合、量子化により発生する誤差電圧が一定ですから、信号電力が小さい場合、相対的に誤差電圧

との比が小さくなり、量子化雑音が大きくなります。このような要因を排除するため、送信側で信号圧縮、受信

側で信号伸長を行うことで量子化雑音の影響を軽減しています。 
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【解答】2 

PSKは位相のみを変調するのに対し QAMは位相と振幅の両方を用いているため、同一平均電力条件で 16PSK

と 16QAMを比較すると、信号点間距離は 16QAMの方が長くなります。 
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【解答】4 

公式に当てはめて計算します。受信機の雑音指数が 3dB ということは、3dB を真数に直した 2 倍が受信機によ

って付加される雑音です。したがって 

P = kTΔf × 2 

より、 

P = 1.38 × 10−23 × (273 + 17) ×Δf × 2 ≈ 8.28 × 10−14 

を解けばΔfが求まります。 

まともに値を計算するのは大変ですが、 

8.28 ÷ 1.38 ÷ 290 ÷ 2＝0.0103… 

となるので、「10」で始まる値が答えと分かります。 
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【解答】3 

A：人工衛星からの電波は極めて弱いため、低雑音の増幅器で増幅します。 

B：周波数変換器に付属するのは局部発振器です。 

C：高周波信号から変調された信号を取り出すのは復調器です。 
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【解答】3 

同期検波は、受信波から基準信号を作り出してそれを利用して検波しますから、PSK方式でももちろん使用で

きます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

ラッキー問題でしょう。マイクロ波のまま増幅するのは直接中継方式で、装置が簡単になります。 

受信したマイクロ波をいったん完全に復調してしまい、信号の等化や同期の取り直しを行ってからマイクロ波で

送信する方式は再生中継方式で、これはデジタル通信で用いられています。 
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【解答】１ 

電波干渉は、回線品質を劣化させます。アンテナの指向性は、主ビーム方向の放射レベルで規定されますか

ら、B の選択肢は簡単です。オーバーリーチを略すと「（電波の）届きすぎ」ですから、結果として簡単な問題

といえます。 
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【解答】5 

パルス幅は電波の幅ですから、狭くすればするほど近距離からの反射波を識別できます。 

パルス幅が狭いということは、短い時間で波形が変化することになるので、周波数帯域は広くなります。 
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【解答】4 

このような回路を FTC回路と呼びます。 
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【解答】５ 

これはカセグレンアンテナの模式図です。 
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【解答】2 

選択肢 A で悩むと思いますが、「電力値で半分」の角度なので、「電界強度」で測定すると１／√2 になります。 
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【解答】4 

コリニアアレイは、同位相で給電した複数のダイポールアンテナを積み重ねて利得を上昇させたものですから、

隣接する放射素子は同振幅・同位相で励振します。水平面内指向性は無指向性で、ブラウンアンテナよりも利得

が高く取れます。 
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【解答】1 

相対利得 9dB を真数に直します。2 倍＝3dB ですから、4 倍＝6dB、8 倍＝9dB です。したがって G=8、P=2、

d=14000を代入すると、E=2.0[mV/m]と求まります。 
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【解答】3  

ラッキー問題です。確実に覚えておかなければいけません。 
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【解答】2 

平滑回路は、整流回路のダイオード出力である脈流に対して低い周波数（＝直流とそれに近い成分）を取り出

す働きを持ち、入力に対して最初にコンデンサが入るため、これをコンデンサ入力形と呼びます。 
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【解答】5 

簡単な問題です。①→④に進行波の一部、②→③に反射波の一部が染み出してくるものを測定します。 

反射係数は、反射波電圧÷進行波電圧ですから、選択肢 1・5が正しい式です。 
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【解答】4 

アナログテスタは、50Hz・60Hz程度の交流しか測定できません。 


